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１．日本のインターネットトラヒックの推移

※出展：総務省「我が国のインターネットにお
けるトラヒックの集計・試算」 (H20.2.21)

ある地域の実際の下りトラヒック総量の推移

HTTP/Steaming

その他

P2P

2006/1 2008/5

国内のダウンロードトラフィックは、
800Gbps程度で、ここ３年で２．５倍の
伸び。

・下り占有要因はP2PからHttp/Streaming
へ移行しつつある状況
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伸び。



２．止まらない携帯トラヒックの増大

「ITU R M 2023 想定「ITU-R M.2023」想定
→ ２０１５年で現在の約１０倍に増大する可能性

EZweb総トラヒック推移
3 5 ▼ITU-R M2023トラフィック想定

2.9kbps/sub
※

3.0

3.5

ITU-R M2023

携帯電話事業者（強めの需要予測）

指数(ITU-R M2023)

▼ITU R M2023トラフィック想定

2.0

2.5

1.3kbps/subWeb、その他
1.0

1.5

0.3kbps/sub
2007 2008

動画DL

0.0

0.5

2006 3 2007 3 2008 3 2009 3 2010 3 2011 3 2012 3 2013 3 2014 3 2015 3

現状の携帯電話トラフィック傾向
は「ITU R M 2023」想定にほぼ

この想定に基づくと、2015.3には、

※出展：総務省「電波有効利用方策委員会 資料2022-VU作6-2-5」(H19.3.28)

2006.3 2007.3 2008.3 2009.3 2010.3 2011.3 2012.3 2013.3 2014.3 2015.3
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は「ITU-R M.2023」想定にほぼ
合致して推移。

2.9kbps/subになると想定される



３．携帯は複合無線端末へ

サイフ
クレジットカード

デバイス連携
（印刷機能）

定期券・チケット

クレジットカ ド
身分証明

鍵
大画面デバイスへの

ディスプレイ表示

ＰＤＡ
メディアプレーヤ

既存デバイスのリモコン
（情報家電操作）

情報端末
カメラ

音楽／ビデオ再生
留守宅監視情報家電 留守宅監視情報家電

無線タグ

ＰＯＳレジスター
(e-コマース)放送受信

位置通知・地図連動
車両運行管理

パーソナルナビ
無線タグ
(定期券)
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徘徊老人・盗難車捜索



４．ライフスタイルと無線（ﾎｰﾑネットワーク）

ＵＩＭ

【趣味】
コンテンツを

自在にエンジョイ

【趣味】
コンテンツを

自在にエンジョイ

【学習】
ネットで
自己啓発

【学習】
ネットで
自己啓発

ケータイマネー

■購入内容
Ｔシャツ
¥1,200
残高 ¥ 9,290

【ビジネス】
在宅でお仕事

【バンク】
小銭要らずの

お買い物

【健康】
健康管理
【健康】
健康管理

自販機
マルチメディア

キオスク

福祉

【センシング】
リアルタイムに
モニタ・監視

【センシング】
リアルタイムに
モニタ・監視

【情報家電】
家電のネット連携

【情報家電】
家電のネット連携

【行政】
行政サービス

【行政】
行政サービス

電子投票

福祉

ペット

学校
電子入札

電子申請
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自宅学校



５．無線システムの開拓領域５．無線システムの開拓領域

ﾎｰﾑ/ビル内
ネットワーク

国内公衆
ネットワーク

国際公衆
ネットワーク

非接触
データ通信

1Ｇbps

固

光②高速アクセス網①パーソナル・エージェント

③ＩＭＴ

100Mbps F
W

固
定
系

Wi
ア
ク

無線
LAN

(25GHz)

③
-advanced

10Mbps
固定衛星

W
A

Wi
MAX
等

ク
セ
ス

UWB
( )
（MIMO)

1Mbps
C
D
M

ス
系

Bluetooth 衛星携帯

基
幹
系

無線
LAN

(2.4GHz)
（5GHz）

100kbps

RFID

M
A

短波等通信等

系（5GHz）
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５－１ （１）パーソナル・エージェントの利用イメージ

・センサーネットワーク
子供や家族のセキュリティ
宅内の遠隔での状況確認宅内の遠隔での状況確認

ﾎｰﾑネットワーク ⇔ 携帯

・コンテンツ転送
各種の情報家電の間で近付けるだけで、容易に
高速に コンテンツ転送による再生等高速に、コンテンツ転送による再生等
デジタルカメラの画像 ⇒ パソコン、プリンター
デジタルビデオカメラ ⇒ ＴＶ
パソコン ⇒ 携帯

・物流情報等の共有
食品 安全性 検査結果 裁量など電子ＴＡＧ等で情報共有食品の安全性、検査結果、裁量など電子ＴＡＧ等で情報共有

生産者 → 販売店
販売店 → 消費者
消費者 → リサイクル業者
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消費者 → リサイクル業者
リサイクル業者 → 生産者



５－１（２） パーソナル・エージェントでの無線利用

802 11 802 11n定系 帯無線 経由

家庭内無線システムは、さらに多種多様で高速化に

802.11a,g
54Mbps/20MHz

802.11n
200Mbps/40MHz

固定系から：2.4G、５G帯無線ＬＡＮ経由
（屋内200MHz幅、屋外350MＨｚ幅）

携帯系から： Femto経由
屋外設置
ビル内設置

家庭内へ

家電系から：UWB、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ、
無線ＴＡＧ経由、その他非接触経由 有線 非接触へ

課題等

・複数システムを単 無線装置に統合するソフトウエア無線技術・複数システムを単一無線装置に統合するソフトウエア無線技術。
・センシング情報の遠隔取得やコンテンツ等を共有できる共通の通信網技術。
・安心、安全情報などのデータを共有利用できる仕組み
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５－２ （１）高速アクセス網の進化イメージ

25G無線アクセス

免許不要 多目的利用へ

家庭まで オフ スまで 携帯基地局までのエントランス（約1GHz幅）

60G無線アクセス
（約7GHz幅）

家庭まで、オフィスまで、携帯基地局までのエントランス
回線として無線アクセスシステムを利用。各種無線アクセ
スシステムの利用領域拡大により、更なる高密度利用へ

4.9G無線アクセス
（約100MHz幅）

登録局

（約100MHz幅）

22,26Ｇ等 FWA
（約3GHz幅）

陸上移動局

（約3GHz幅）

固定局

18G、22Ｇエントランス
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５－２（２） 高速アクセス網実現への課題

課題等

○多目的に利用するための制度

アンテナビ ム幅制限・アンテナビーム幅制限

・電力制限、

・干渉回避義務等

御○干渉エリア制御

（右図の塗りつぶしエリア）

○適切な干渉エリアの設定と多チャ

ネル化により柔軟、高密度配置

（例）25GHz無線アクセスシステム（10mW、１０度ビーム、キャリアセンス-62dBm）を考
えた場合 23区ビル密度約100棟/ｋ㎡ 各ビル屋上にアンテナをランダムに設置すれ

それらを実現する技術として、

えた場合、 23区ビル密度約100棟/ｋ㎡、各ビル屋上にアンテナをランダムに設置すれ
ば、対向して干渉発生するビル数は平均約７。これに対して、チャネル数は４８．

○コグニティブ無線技術

○MP-MP接続等ルートダイバーシティ技術による品質制御技術

○アンテナビーム形成
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○干渉調整技術



５－３（１） 携帯の進化

直交多重( ) IMT Advanced

国際的な流れに沿って、より大容量化へ

直交多重(OFDMA)
＋空間多重（MIMO)

LTE/UMB

8bps/Hz

IMT-Advanced

LTE/UMB

WiMAX
6bps/Hz

静止：１Gbps
移動：100Mbps

コード多重技術（ＣＤＭＡ）

WiMAX

下り 40Mb

下り：40Mbps
上り：20Mbps

4bps/Hz

3.5世代携帯

BCMCS

下り：40Mbps
上り：10Mbps

4bps/Hz

下り：2.4Mbps
上り：1.8Mbps

第三世代携帯

BCMCS
同報配信 下り：3Mbps

上り：1.8Mbps
QoSへの対応

２bps/Hz
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５－３（２）携帯電話の将来に向けての課題

１．携帯用周波数の確保

現在では、4bit/Hzの技術。第四世代の時代には、ﾄﾗﾌｨｯｸは１０倍に増大す
るため Hz当たりのビット量に応じた帯域幅の確保が必要

0 0 1 29 16 50 80 20 80 10 700 45 25

2012年～

るため、Hz当たりのビット量に応じた帯域幅の確保が必要。

携帯
800MHz

80M

携帯
1.5GHz

携帯
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帯
40M

73
0

25
4
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2

携帯
2GHz

FDD 135M

第４世代携帯

M

２．電波環境の浄化

干渉源などを容易に検知する技術等、クリアーな電波環境を確保するための手段
の確保。また、干渉源となりえる不法な装置の流通を阻止できるような枠組みの構築。

３．エントランス網の高速化

IMT-advanced等のﾄﾗﾌｨｯｸ量に応じた無線エントランス回線の確保
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６．その他将来に向けてのキーワード

今後も多種多様に提供される無線システムを 柔軟に利用できる技術

ソフトウエア無線

今後も多種多様に提供される無線システムを、柔軟に利用できる技術。

コグニティブ無線

周波数領域、時間領域、地理的領域のすべての領域で周波数の高密度
に利用する技術。 周波数の固定的な利用形態から、柔軟に、かつ、干渉
なく有効利用する技術。

臨場感
放送や画像、音声ﾒﾃﾞｨｱ等のコンテンツ配信における、高次元化、高

画質化等の技術

安心・安全・環境安心 安全 環境
食の安全に加えて、車社会での安心・安全・環境負荷軽減を実現する
ITS等の技術
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